
   

  
               
 

 

 

 

 

 

  

  

「スポーツの秋」   

～アジア大会（愛知・名古屋）を観戦して  陸上競技との出会い～ 

校長 木須 和広 

暑さが少しずつ和らぎ、スポーツに親しむには絶好の季節とな

りました。秋といえば「スポーツの秋」です。 

さて、今年の秋の大きなスポーツイベントとは、アジア最大の

スポーツの祭典「アジア大会」です。オリンピックと同じように

４年に１回開催されます。 

今回の大会は、３２年ぶりに日本で開催されています。メイン

会場が愛知県の名古屋市という、私が大学を卒業するまでの約 

２０年間を過ごした故郷でもある場所です。私はシルバーウィークを利用して現地へ赴き、陸上競

技を観戦してきました。 

私と陸上競技との出会いは、小学校６年生の時に出場した市内陸上競技大会です。市内 7校の代

表選手が集まり、ナンバーワンを決める大会でした。私は１００ｍの学校代表選手に選ばれ、日々

の放課後の練習に打ち込み優勝を目指しました。 

そして待ちに待った大会当日、予選を順調に通過し決勝に進出しました。しかし、力及ばず結果

は４位でした。自己記録は更新しましたが、優勝どころかメダルも賞状も手にすることができませ

んでした。私は悔しくて涙が止まりませんでした。その悔しさを糧に中学校でも陸上競技部に入部

しました。３年間の練習の成果もあり、地区大会で優勝することができました。それからは、もっ

と強くなりたいという意識が芽生え、高校や大学でも陸上競技を続けました。大学２年生の時に

「スポーツの素晴らしさ」を子供たちにも伝えたいという想いが強くなり、保健体育の教師を目指

し、大学を卒業後には中学校の教師となることができました。 

教師になってからは、子供たちと一緒に体を動かし、できなかったことができるようになった瞬

間の喜びや、仲間と力を合わせる楽しさを共有してきました。スポーツを通して、体だけではな

く、心も成長していく子供たちの姿を見ることは、教師にとって大きな喜びです。 

私が皆さんに伝えたいことは「夢中になれるもの」を見付けてほしいということです。それは、

スポーツでも、音楽でも、勉強でも構いません。大切なのは「やって

みたい」と思ったことに、一歩踏み出して挑戦してみることです。も

しかすると、今夢中になっていることが将来の夢や生き方につながっ

ていくかもしれません。皆さん一人一人に人生を豊かにしてくれる素

敵な「出会い」が訪れることを願っています。私にとって、小学生の

ときの陸上競技との出会いがそうであったように・・・。 
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１０月の行事予定 

 

◆ふれあい給食◆  担当 髙橋 慶太             

伊豆老人クラブの皆様をお招きし、「ふれあ 

い給食」を実施しました。給食を一緒に食べな 

がら、会話も弾み、楽しく交流を深めました。 

 

 

◆１０月の生活目標◆「学習に集中しよう」 

◆みやけんピック開催◆     

オリパラ教育の一環として、ボッ

チャ大会を開催しました。 

たてわり班で声を掛け合い、 

楽しみながらパラリンピック競技を

体験することができました。 

◆セーフティ教室◆  

ＮＴＴ東日本の方を講師にお招きし、イ

ンターネットや SNSの安全な使い方を

学ぶ「セーフティ教室」を実施しました。  

近年の子供たちを取り巻くインターネ

ット環境を踏まえ、実際に起こった事例を

もとに、詳しくお話していただきました。 

【献立】麦ご飯、お魚ハンバーグ、 

野菜の塩昆布 

和え、すまし汁、 

牛乳     

◆海浜教室◆  

５、6年生は長太郎池で

実施しました。水中の生き

物の観察をしました。 

 


